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平成28年 2月29日現在
15,700人
7,799人
7,901人
5,648戸

二
月
十
四
日（
日
）午
前
十
時
か

ら
六
合
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
女
性
部
主
催

に
よ
り
、
こ
の
四
月
六
合
小
学
校
、

六
合
東
小
学
校
に
入
学
予
定
の

百
三
十
名
余
り
の
幼
児
を
招
き「
入

学
祝
い
の
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
部
長
の
園
田
さ
ん
の
挨

拶
で
は
、「
お
友
達
を
い
っ
ぱ
い
つ

く
り
ま
し
ょ
う
！
」の
呼
び
か
け
に

対
し
子
供
た
ち
は
、
大
き
な
声
で

受
け
答
え
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
六
合
小
学
校
の
杉
本

校
長
先
生
に
よ
る
大
き
な
本
で「
へ

ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル
」の
読
み
聞
か
せ

が
行
な
わ
れ「
学
校
は
楽
し
い
よ
、

本
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
！
」と
子

供
た
ち
に
声
か
け
つ
つ
保
護
者
の

方
々
に
入
学
に
あ
た
っ
て
の
準
備

の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
六
合
東
小
学
校
の
山
中

校
長
先
生
に
よ
る
手
品
、
杉
本
校

長
先
生
を
助
っ
人
に
風
船
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
水
を
入
れ
て
の
催
し

に
、
子
供
た
ち
は
カ
ブ
リ
つ
き
で

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
す
が
は
校
長
先
生
、
子
供
た

ち
の
心
を
つ
か
む
プ
ロ
だ
な
と
感

心
し
ま
し
た
。

更
に
、
大
久
保
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
子
供
た
ち
全

員
に
記
念
品（
お
菓
子
、
か
さ
、
自

転
車
の
か
ぎ
）が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

コ
メ
デ
ィ
ー
マ
ジ
シ
ャ
ン 

な

か
ち
ゃ
ん 

に
よ
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

カ
ー
ド
、
ハ
ン
カ
チ
、
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
、
新
聞
紙
を
使
っ
て
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ダ
ン
ス
教
室
」

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル S

hiny E
yes 

小
澤
先
生
と
そ
の
生
徒（
一
年
生
と

二
年
生
）に
よ
り
ダ
ン
ス
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
供
の
成
長
を
願
い
二
時
間

に
渡
っ
た「
祝
い
の
会
」で
し
た
が

入
学
予
定
の
幼
児
と
保
護
者
み
な

さ
ん
、
そ
し
て
こ
の
会
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
方
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
本
日
の
主
人

公
子
供
た
ち
に
と
っ
て
四
月
か
ら

の
小
学
校
生
活
へ
の
期
待
が
大
き

く
膨
ら
む
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
の
開
催
中
ず
っ
と
大
雨

で
し
た
が
、
終
了
後
は
子
供
た
ち

を
見
送
る
か
の
よ
う
に
晴
れ
渡
り

ま
し
た
。
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　現在、自動車部は１年間を通し高等学校エコカーレース総
合大会(豊橋市)と静岡県高校生エコラン大会の２つの大会へ
の出場に向け活動しています。本年度は３年生１０名、２年生
３名、１年生１３名の計２６名で車両の製作、試走、データの収
集、部品の作り変えや設定変更、調整を繰り返してきました。
普段の部活動において、大会に向け取り組む中で、最も大切
にしていることは車両の試走です。試走は初期の段階として、
ドライバーの練習を兼ね、校舎の周り(高校敷地内)を走行さ
せ、車両の不備やトラブルがないかを確認します。
　次に、毎年１０月、島田自動車学校のご協力のもと教習コー
スを数回お借りして試走を行っています。やはり、高校敷地
内では連続走行することが不可能なので、本番同様の走行
ができる教習コースの走行は絶大な意味のある大切な練習と
なります。島田自動車学校には快く受け入れていただき本当
に感謝しております。

　大会に向け試走を繰り返すことにより、車両の走行性能を
高めることと生徒自身が何をすべきか自分の役割を考え、自ら
行動できるチームを目指します。そして、運動部同様に練習を
積み重ね、大会本番に挑みます。

　１０連覇の浜松工業高校を破り３位までの入賞を独占
することができました。昨年の県大会は現地にて悪天候
のため、大会が中止となってしまいました。先輩達の無念
の思いを、優勝という最高の形にすることができました。本
当に多くの皆さんに支えられ、また、ご声援をいただき有り
難うございました。
　これからの目標は２連覇を目指し、県外の大会にも積極
的に参加して技術を向上させたいと思います。

「３年最後の大会で、みんなで優勝を勝ち取ることができて嬉しい。優勝するように
頑張ってきたけど、まさかこんな結果を得られるとは。他校に惑わされず、ペース
を考えた作戦がうまくいった」 部長兼Ｃチームドライバー
「最後まで何が起こるのか分からないので１時間がとても長く感じた」　
「ドライバーのみの競技にならず、みんなで協力して競技を支えられたことがよかった」
「１・２・３と、こんな好成績を残せるとは思わなかった。本当に頑張ってきてよかった」
「試走でうまくいかないこともあったけど、あきらめず調整した甲斐があった」 など

　平成２７年１１月２０日（金）～２３日（月）において、ポートメッセ
なごや（名古屋市国際展示場）で名古屋モーターショーに車両
を出展しました。出展は工業高校生ブースに愛知県４校、三
重県１校、岐阜県１校、静岡県は本校が代表し計７校が、製
作したエコランカーなどを展示しました。本校の車両の向こう側
にはトヨタの新型燃料電池車ミライが展示されており、最先端
の興味あるものが多く、とても魅力ある展示会場でした。４日間
で来場者数は２０万人を超え、数多くの人に製作したエコラン
カーを見ていただきました。説明員として毎日交代で説明を行
い、さまざまな質問を受け、とてもよい勉強になりました。また、
温かい言葉をかけていただき、充実した４日間を過ごすことが
できました。このときの様子を「ふじのくに静岡県のブログ」（楽
天ブログ－まち楽ご当地ブログ）にも自治体ブログとして掲載し
ておりますのでご覧ください。

第19回 名古屋モーターショー２０１５に初出展

　現在、ＰＥＴ樹脂による曲面のボディーの成形に挑戦してい
ますが成功に到達していません。うまくいかないことの方が多
いと感じる毎日ですが、あきらめず成功するまでチャレンジして
いきたいと思います。
　最後になりますが、日頃より本校の教育活動にご理解とご
協力を賜り厚く御礼申し上げます。

おわりに

自動車部の活動について

平成２７年１１月１日（日）第２３回静岡県高校生エコラン大会が開催されました。
本校は電気自動車部門に３台エントリーし、念願の初優勝をすることができました。

〈場　　所〉 静岡県静岡市葵区 静岡県自動車学校静岡校
〈競技内容〉 12Ｖバッテリー２個（24Ｖ）で１時間にどれだけ走れるか
　　　　　 総走行距離を競う。ドライバーの体重制限なし。
〈競技結果〉 出場台数20台
　●島工Ｃチーム（2･3年生混成） 1位（優　勝） 33.91ｋｍ
　●島工Ｂチーム（2･3年生混成） 2位（準優勝） 31.67ｋｍ
　●島工Ａチーム（1年生のみ）　 3位 31.59ｋｍ

第23回 静岡県高校生エコラン大会

第２３回 静岡県高校生エコラン大会（電気自動車部門）優勝 名古屋モーターショーに初出展

島田自動車学校での試走練習　午前７時島田自動車学校での試走練習　午前７時

車検後の緊張した様子車検後の緊張した様子 スタート直後の風景スタート直後の風景

大会パンフレット大会パンフレット

表彰式表彰式島工A車両島工A車両島工B車両島工B車両島工Ｃ車両島工Ｃ車両

生徒感想 島工Ｃチームの車両仕様

車
両
寸
法

車
体
・
構
造

動
力

全 長
全 幅
全 高
ホイールベース
ト レ ッ ド
重 量
フレーム材質
フレームタイプ
ボディー材質

ホ イ ー ル

タ イ ヤ
ブ レ ー キ

モ ー タ ー

 2590mm
 625mm
 530mm
 1395mm
 420mm
　　　　 24kg
スチール
スペースフレーム
PET、プラスチックダンボール
数量：3、サイズ：14インチ
構造：ラジアル組
IRC エコラン用
ワイヤ式リムブレーキ（Vブレーキ）
DCブラシレスモーター 24V
アモルファス

島田工業高校自動車部
部活動紹介

顧問：機械科  大上暢彦
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各
地
区
で
の
初
詣
の
様
子

各
地
区
で
の
初
詣
の
様
子

新
年
を
迎
え
る
新
し
い
岸
グ
ラ
ン
ド
の
顔

新
年
を
迎
え
る
新
し
い
岸
グ
ラ
ン
ド
の
顔

二
〇
一
六
年

大
日
山
初
日
の
出
と
浅
間
神
社
参
拝

毎
年
、
一
月
一
日
午
前
零
時
へ
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
で
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す

が
、
や
は
り
新
年
を
実
感
す
る
の
は
初
日

の
出
。

今
年
も
沢
山
の
方
が
、
大
日
山
境
内
に

集
ま
り
岸
山
へ
。
風
も
な
く
穏
や
か
な
六

時
五
十
分
頃
、
綺
麗
な
初
日
の
出
が
見
ら

れ
、
手
を
合
せ
て
拝
む
人
、
写
真
に
収
め

る
な
ど
、
厳
か
な
瞬
間
を
共
有
し
て
い
ま

し
た
。
ご
来
光
万
歳
三
唱
を
し
た
後
、
浅

間
神
社
に
て
、
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

境
内
で
は
、
具
材
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
や

御
餅
入
り
の
お
汁
粉
、
甘
酒
が
無
料
で
振

舞
わ
れ
、
大
き
な
鍋
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

の
が
、
あ
っ
と
言
う
間
に
品
切
れ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

寒
い
中
、
心
身
と
も
に
温
か
く
な
り
、

ま
た
子
供
に
は
お
菓
子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

前
日
の
準
備
、
当
日
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
詣

「
道
悦
八
幡
宮
」「
東
町
八
幡
神
社
」

平
成
二
十
八
年
元
旦
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
一
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
な
年
明

け
と
な
り
、
大
勢
の
方
々
が
一
年
の
無
事

を
感
謝
し
新
年
の
無
事
と
幸
せ
を
祈
願
し

に
初
参
り
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
お
神
酒
、

甘
酒
、
お
汁
粉
等
が
参
拝
し
た
町
民
に
振

る
舞
わ
れ
ま
れ
、
福
銭
を
手
に
家
路
に
つ

く
人
達
の
顔
は
と
て
も
明
る
く
希
望
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
平
成
二
十
八
年
元
旦
）

去
る
十
二
月
六
日（
日
）午
前
九
時
か
ら

十
二
時
に
岸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
主
催
に

よ
り
、
岸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
樹
木
の
剪
定

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
防
災
訓
練
の
日
と
重
な

り
町
内
防
災
各
委
員
は
防
災
用
具
点
検

後
、
約
二
百
人
が
島
田
工
業
へ
の
訓
練
に

参
加
し
、
作
業
の
前
半
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
父
兄
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
・
有
志
メ
ン
バ
ー
の

総
勢
八
十
名
で
、
後
半
は
地
域
防
災
訓
練

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
総
勢

二
百
名
で
当
初
予
定
し
て
い
た
作
業
を
完

了
し
さ
っ
ぱ
り
し
た
気
持
ち
の
い
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
変
身
す
る
こ
と
が
出
来
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
パ
ワ
ー
を
強
く

感
じ
た
嬉
し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
集
め
ら
れ
た
切
枝
等
は
八
日
か

ら
十
日
に
市
ス
ポ
ー
ツ
課
の
手
配
で
廃
棄

処
理
し
て
頂
き
ま
し
た
。

【 

経　

過 

】

①
以
前
よ
り
町
内
会
内
で
剪
定
し
た
い
話

が
あ
っ
た
が
廃
棄
ま
で
の
段
取
り
が
手

配
で
き
ず
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た

②
十
二
月
六
日
に
地
域
防
災
が
あ
り
防
災
用

具
点
検
後
は
人
手
が
あ
る
事
に
注
目
し
た

③
同
時
に
市
ス
ポ
ー
ツ
課
に
切
枝
廃
棄
処

分
の
お
願
い
を
し
受
理
さ
れ
十
二
月
六

日
決
行
と
な
っ
た

④
そ
の
後
、
防
災
委
員
は
島
田
工
業
で
実

施
さ
れ
る
地
域
防
災
訓
練
に
参
加
す
る

事
が
き
ま
り
人
手
不
足
に
な
っ
た

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
少
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
父
兄
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
・

有
志
メ
ン
バ
ー
へ
参
加
者
を
募
っ
た

⑥
防
災
委
員
は
後
半
の
十
時
三
十
分
か
ら

の
参
加
と
な
っ
た

【
作
業
内
容
】

①
東
側
夾
竹
桃
の
剪
定

②
北
側
栴
檀
の
道
路
に
か
か
る
枝
の
剪
定

③
南
側
の
道
路
に
か
か
る
夾
竹
桃
の
枝
の
剪
定

④
西
側
に
そ
び
え
る
四
本
の
大
木
の
伐
採

（
十
一
月
二
十
二
日
・
十
一
月
二
十
九
日 

両
日
で
コ
ミ
役
員
と
有
志
メ
ン
バ
ー
で
実
施
）
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催
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催
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会
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内
ペ
タ
ン
ク
講
習
会
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催
】六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
委
員
会
老
人
部

平
成
二
十
七
年
十
一
月
八
日

現
在
、
島
田
市
で
は
人
口

の
二
十
八
％
が
六
十
五
歳
以

上
と
い
う
高
齢
化
の
な
か

…
…
な
ん
と
こ
こ
に
集
ま
っ

た
百
五
十
名
の
お
年
寄
り
？

は
、
雨
で
足
元
の
悪
い
中
会

場
の
六
合
小
体
育
館
に
着
き

ま
す
と
、
午
後
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
練
習
を
元
気
に
、

熱
心
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
は
午
前
中
君
が
代
斉

唱
、
物
故
者
に
対
し
て
の
黙

祷
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
朗
唱
と
つ
づ
い
て
一

旦
会
を
〆
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

講
演
内
容
は
、
元
島
田
市

体
育
指
導
員
の
伊
藤
玲
子
さ

ん
に
よ
る“
家
庭
で
で
き
る
筋

力
ア
ッ
プ
運
動
”年
齢
に
関
係

な
く
家
庭
で
で
き
る
運
動
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最

近
お
年
寄
り
を
狙
っ
た
犯
罪
、

急
増
す
る
交
通
事
故
に
つ
い

て
島
田
警
察
署
か
ら
注
意
喚

起
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

お
昼
を
挟
み
午
後
は
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
歌
の
合
唱
、

舞
踏
あ
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
、

手
話
を
交
え
た
り
、
体
操
を

入
れ
た
り
本
当
に
“
い
き
い

き
”
し
た
先
輩
の
姿
に
感
銘

を
受
け
た
一
日
で
し
た
。

当
日
、
仕
事
で
来
ら
れ
な

か
っ
た
方
も
い
た
と
聞
き
、

来
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
残

念
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
。

そ
れ
こ
そ“
い
き
い
き
”と
思

い
ま
し
た
。

二
月
七
日（
日
）午
前
九
時
か
ら
六

合
小
学
校
体
育
館
に
て
、
体
育
振
興

部
主
催
の
室
内
ペ
タ
ン
ク
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
で
生

ま
れ
た
も
の
で
、
重
さ
四
百
グ
ラ
ム

の
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ボ
ー
ル
を
目
標
に

投
げ
て
得
点
を
競
う
競
技
で
す
。

室
内
で
行
う
の
で
、
天
候
に
左
右

さ
れ
ず
、
老
若
男
女
問
わ
ず
誰
で
も

楽
し
め
る
協
議
で
す
。

四
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
実
施
さ
れ
る
か

も
？今

か
ら
皆
さ
ん
も
ト
ラ
イ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
！
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今
年
も
盛
大
に
親
子
マ
ス
釣
り
大
会
開
催

今
年
も
盛
大
に
親
子
マ
ス
釣
り
大
会
開
催

十
一
月
二
十
二
日（
日
）東

光
寺
谷
川（
天
満
天
神
社
ま

え
）で
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主

催
の
親
子
マ
ス
釣
り
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
は
曇
り
、
少
し
肌
寒

い
日
で
し
た
が
、
八
時
三
十

分
開
始
前
か
ら
親
子
連
れ
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
開
始
の
合

図
と
同
時
に
竿
が
一
斉
に
入

り「
つ
れ
た
、
釣
れ
た
」の
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か

れ
ま
し
た
。
し
か
し
三
十
分

も
経
つ
と
魚
も
警
戒
し
た
の

か
、
急
に
思
っ
た
ほ
ど
に
釣

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
う
着
状
態
が
続
く
中
、

子
供
た
ち
が
待
っ
て
い
る
の

は
、
つ
か
み
取
り
タ
イ
ム
。

十
時
か
ら
つ
か
み
取
り
と
い

う
よ
り
は
、
追
い
込
み
た
も

す
く
い
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
元
気
よ
く
、
多
少
の

水
を
浴
び
な
が
ら
、
冷
た
い

水
も
な
ん
の
そ
の
マ
ス
を
す

く
っ
て
、
大
賑
わ
い
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。

休
憩
所
で
は
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
部
で
綿
菓
子
と
甘
酒

が
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
あ
け
ぼ

の
健
康
グ
ル
ー
プ
さ
ん
か
ら
は

無
料
の
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
と
お
い

し
い
五
平
餅
が
販
売
さ
れ
る

な
ど
こ
の
大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
並
び

に
あ
け
ぼ
の
健
康
グ
ル
ー
プ

さ
ん
、
さ
ら
に
は
こ
の
マ
ス

釣
り
大
会
に
携
わ
っ
て
頂
い

た
関
係
者
の
皆
様
方
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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各専門部 一年を振り返っての今の思いは

編
集
後
記

今
回
の
あ
け
ぼ
の
誌
の
発
行
に
て
、
広
報

部
の
年
間
行
事
の
活
動
が
最
後
と
な
り
ま
し

た
。
主
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
行
事
を
中

心
と
し
て
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し
不
慣
れ
な
記
事

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
に
皆

様
の
ご
意
見
等
…
…
反
映
す
る
事
が
難
し
く
十

分
に
伝
達
で
き
た
か
は
、自
信
が
持
て
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ン
ダ
ー
も
今
年
二
年

目
を
迎
え
ま
す
。
少
し
で
も
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
五
十
周
年

に
向
け
て
、
更
に
充
実
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ

る
事
を
願
い
、
次
チ
ー
ム
に
引
継
ぎ
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

一
年
間
、
ご
愛
読
ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
部
長　

神
戸
正
実

交
通
安
全
部

鈴
木
晴
幸

交
通
安
全
部
で
は
六
合
夏
祭
り
や
文
化
祭
な
ど

の
行
事
中
の
交
通
安
全
に
関
わ
る
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
駐
車
場
が
満
杯
に
な
り
別
の
駐

車
場
へ
誘
導
し
た
り
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
お
年
寄

り
の
道
路
横
断
の
手
助
け
な
ど
部
員
各
人
が
機
転

を
利
か
せ
た
対
応
の
お
か
げ
で
事
故
ゼ
ロ
の
活
動

が
で
き
ま
し
た
。
又
、
歩
行
者
の
方
か
ら
「
あ
り
が

と
う
」「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉

を
頂
け
た
事
は
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部

大
川
治
利

・
自
分
ひ
と
り
の
力
で
は
本
当
に
微
力
で
何
も
出
来

な
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
部
員
一
人
一
人
の
力
を

結
集
し
知
恵
を
出
し
て
協
力
す
れ
ば
成
し
遂
げ
る

事
を
行
事
の
運
営
を
通
し
て
体
験
で
き
た
。

・
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
と
い
う
組
織
が
ど
の

よ
う
な
運
営
を
し
て
い
る
の
か
携
わ
っ
て
理
解
で

き
ま
し
た
。

・
過
去
の
引
継
ぎ
資
料
が
大
切
な
の
で
、
自
分
が
引

き
継
ぐ
番
な
の
で
、
新
任
の
人
が
参
考
に
し
や
す

い
資
料
を
残
し
て
あ
げ
る
事
が
大
切
と
感
じ
ま
し

た
。

・
本
部
役
員
、
担
当
部
会
の
部
員
さ
ん
の
協
力
な
く

し
て
行
事
の
運
営
、
遂
行
は
困
難
で
あ
り
様
々
な

意
味
で
周
囲
の
人
々
に
助
け
ら
れ
、
終
わ
っ
た
一

年
で
し
た
。

・
行
事
に
参
加
す
る
立
場
か
ら
運
営
す
る
側
に
立
つ

と
、
大
変
さ
と
ご
苦
労
が
解
り
ま
し
た
。

健
康
福
祉
部

田
丸
富
重

誰
も
が
始
め
て
経
験
す
る
、
慣
れ
な
い
作
業
（
夏

祭
り
バ
ザ
ー
）
の
場
景
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
仲
間
が
結
束
し
取
り

組
む
パ
ワ
ー
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
っ

た
事
を
実
感
と
し
て
体
験
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

二
つ
、
三
つ
目
と
事
業
を
経
験
す
る
毎
に
、
更

に
部
員
同
士
の
連
帯
感
が
増
し
、
部
と
し
て
の
組
織

力
そ
の
も
の
が
、
よ
り
大
き
く
強
く
な
っ
て
い
っ
た

事
は
紛
れ
も
無
い
事
実
で
し
た
。

勿
論
、
本
部
役
員
、
他
の
部
員
さ
ん
等
…
…
多

く
の
方
々
に
よ
る
ご
指
導
、
ご
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
成
し
得
た
事
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

我
々
部
員
は
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
通
じ
、
人

と
し
て
の
資
質
を
よ
り
大
き
な
成
長
に
結
び
つ
け

る
事
が
出
来
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
と
帰
り
ま
す
。

そ
こ
で
き
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
美
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
芽
を
育
て
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

女
性
部

園
田
治
子

大
久
保
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
、
事
務

局
の
皆
様
の
熱
意
、
そ
し
て
女
性
部
の
方
々
の
明
る

さ
と
パ
ワ
ー
に
支
え
ら
れ
て
無
事
こ
の
役
を
さ
せ

て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

長
年
に
亘
っ
て
地
域
の
皆
様
に
よ
っ
て
積
み

上
げ
て
来
ら
れ
た
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の

「
力
」
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

祭
り
を
や
れ
る
地
域
は
、
災
害
時
に
強
い
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
六
合
地
区
の
地
域
力
は

す
ば
ら
し
い
の
で
心
強
く
思
い
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
皆
様
と
知
り
合
え
て
幸
せ
で

し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

生
活
安
全
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
経
験
し
て鈴

木
千
佐
枝

今
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
生
活
安
全
部

と
し
て
一
年
間
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
改
め
て
感

じ
た
の
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。
生
活

安
全
部
の
主
な
活
動
は
毎
週
末
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
で
す
が
、
四
人
で
グ
ル
ー
プ
に
な
り
六
合
各
所
を

見
ま
わ
り
し
ま
す
。
部
員
だ
け
で
な
く
、
各
部
の
部

員
さ
ん
や
町
内
役
員
さ
ん
、
学
校
関
係
者
や
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
み
な
さ
ん
等
、
大
勢
の
方
々

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に

「
こ
こ
の
公
園
は
街
灯
が
く
ら
い
ね
。」「
い
の
し
し

が
で
る
か
ら
気
を
つ
け
て
。」
と
情
報
交
換
を
し
た

り
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
心
強
か
っ
た
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
夏
祭
り
や
古
紙
回

収
に
む
け
て
の
部
会
で
部
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

あ
い
自
分
の
担
当
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
カ
バ
ー
し

あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
た
こ
と
も
有
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
部
員
の

み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
大

き
な
問
題
も
な
く
一
年
が
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

体
育
振
興
部

体
育
振
興
部
の
仕
事
を
終
え
て

芹
澤　

明

体
育
振
興
部
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
一
年
経
ち

ま
し
た
。
特
に
記
憶
に
残
る
の
は
六
合
夏
祭
り
の
か

き
氷
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
と
き
で
す
。
お
爺

ち
ゃ
ん
（
曾
爺
ち
ゃ
ん
？
）
に
手
を
引
か
れ
た
小
さ

な
女
の
子
が
シ
ロ
ッ
プ
の
種
類
が
決
ま
ら
ず
十
秒

以
上
考
え
ま
し
た
。
意
を
決
し
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て

「
い
ち
ご
」
と
の
大
き
な
声
こ
の
間
周
り
の
人
た
ち

も
ニ
コ
ニ
コ
暖
か
く
待
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
も

子
供
の
と
き
の
お
祭
り
の
情
景
を
し
っ
か
り
憶
え

て
お
り
ま
す
。
小
さ
な
女
の
子
が
大
き
く
な
っ
て
も

お
爺
ち
ゃ
ん
と
夏
祭
り
の
思
い
出
を
憶
え
て
い
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

文
化
部

大
塚
浩
二

皆
さ
ま
の
御
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
文
化
部
長
の

大
役
を
果
た
せ
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

文
化
部
長
を
引
受
け
た
時
は
何
も
分
か
ら
ず

日
々
不
安
で
一
杯
で
し
た
が
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
務
局
を
始
め
部
員
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
無
事

努
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
に
開
催
し
た
「
ホ
タ
ル
の
里
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
東
光
寺
さ
ま
の
本
堂
を
お
借
り
し
て
フ
ル
ー

ト
演
奏
会
ご
住
職
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
配
し
て
い
た
ホ
タ
ル
も
東
光
寺
川
沿
い
で

鑑
賞
で
き
、
来
場
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
文
化
祭
」
で
は
、
二
日
間
に
及
び
出
展
者
、
芸

能
発
表
者
の
お
手
伝
い
を
部
員
が
総
力
を
挙
げ
て

対
応
し
ま
し
た
。
万
全
な
事
前
準
備
と
参
加
者
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
一
年
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
通

じ
、
大
勢
の
方
と
知
合
い
に
な
れ
た
事
、
ほ
ん
の

僅
か
で
す
が
地
域
の
お
役
に
立
て
た
事
が
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
足
五
〇
年
の
事
業
に
向

け
て
準
備
を
始
め
て
お
り
ま
す
が
あ
け
ぼ
の

の
創
刊
一
号
か
ら
九
六
号
ま
で
と
、
百
十
一

号
・
百
三
十
二
号
、
総
会
資
料
昭
和
四
十
七

年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
も
の
が
公
民
館
移

転
等
に
よ
り
保
管
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

お
手
元
に
、
あ
け
ぼ
の
及
び
総
会
資
料
が

あ
り
ま
し
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
前
の
六
合
地
区
に
関
係
す
る

写
真
な
ど
お
持
ち
の
方
も
情
報
を
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

五
〇
周
年
準
備
委
員
会

よ
り
の
お
願
い


